
 
応援は背中を押してくれる 

 
校長 髙 橋  健  

 
 ９月４日（日）に開催された 2022佐渡国際トライアスロン大会の Bタイプに出場し
ました。その２日前の９月２日（金）の朝、加藤先生から「体育館にお願いします」と言
われ、（えっ、何か忘れていたかな？）と不安に思いながら向かうと、そこには全校の子ど
もたちと先生方が。「前にお願いします」と促されて、子どもたちと対面すると、６年生が 
前に並んでポンポンをもち、大太鼓も用意してありました。 
なんと、トライアスロンに出場する私に向けて応援をしてくれたのでした。あまりに突

然のことで、びっくりして心臓はドキドキ。大きな声で応援してくれる子どもたち一人一
人の顔を順番に見ていくにつれ、子どもたちと先生方からの温かい気持ちで胸がいっぱい
になりました。力をもらいました！ 
そして、迎えた当日。スイム２キロは波がほとんどなくリズムに乗って泳ぐことができ

ました。バイク１０８キロは少し向かい風がありましたが、マイペースで走ることができ
ました。最後のラン２１キロはかなり気温が高くなり、気力と体力の勝負でしたが、この
苦しい時に子どもたち一人一人の顔が思い浮び、一歩一歩前に進むことができました。「本
当に、応援は背中を押してくれるんだ！」と実感しました。皆さんの応援のおかげで何と
かゴールすることができました。ありがとうございました。 
５日（月）の昼の放送で、子どもたちと先生方に改めて、お礼と完走の報告をしました。

その上で、「今度は、私が皆さんを応援する番です。全力で応援します」と伝えました。 
14日（水）には、全校登山を行いました。２８日（水）には、６年生が出場した佐渡市

親善陸上競技大会がありました。全力で応援すると同時に、子どもたちの頑張る姿からま
たまた力をもらいました。 
 

避難訓練での真剣な姿 
 
 12 日（月）に、地震と津波を想定した第３回避難訓練を行いました。事前指導後、日
時の予告はせず、20 分休み中に地震が発生した想定で実施しました。放送をしっかりと
聞き、自分たちで行動することが求められます。 
第１次避難ではその場で自分の身を守ります。教室や廊下なら机の下に入る、体育館や

グラウンドなら真ん中に集まってしゃがむなどの行動ができていました。次に揺れが収ま
った想定で、第２次避難としてグラウンドに避難しました。子どもたち自身が自分たちで
移動することができました。さらなる情報で津波が発生する恐れがあるため、高台に避難
する第３次避難を行いました。この際は、６年生と１年生、５年生と２年生、４年生と３
年生でペアを作り、上学年が下学年の面倒を見ながら避難する体制を取っています。グラ
ウンドから佐渡一周線まで上がり、道路を横断して、さらに高台を目指しました。傾斜が
急な部分がありますが、落ち着いて避難することができました。 
この避難訓練で子どもたちに話したことは次のことです。 
① 訓練は真剣に行う。もしも地震が起きたら、訓練を生かして自分で行動する。 
② 自分の命は自分でも守る。まずは逃げる。友達や下の学年とも一緒に逃げる。 
③ 「お・は・し・も」の特に、「もどらない」が大切。自分の命が一番大事！ 
今後も定期的に避難訓練を実施して、命を守る教育を継続していきます。 
 



 


